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（資料１） 

 
（Ugo） 
 本日はイタリアの Val d’ Orcia（オルチャ渓

谷）の実例について皆様の前でお話しできる機

会をいただきまして、まことにありがとうござ

います。今回、皆様に発表いたします内容につ

きましては、ローマ大学のパウラ・ファリーニ

教授から提供いただきまして、まとめました。

ファリーニ教授は、この地域の管理計画を作成

する時に、実際にかかわった方であります。 
 
（資料２） 

 
 本日の私の発表ですけれども、３つのセクシ

ョンに分けてお話ししたいと思います。 
まず第１は、オルチャ渓谷がどういったとこ

ろにどのように存在しているかといったこと、

その景観の中身についてお話しします。第２と

いたしましては、このような景観や地域を守っ

ていく上で自主的管理を可能にするために、国

内にどのような法律や手法などがあるかとい

うご説明をいたします。３つ目といたしまして

は、オルチャ渓谷にそのような自主管理が実行

された結果、どのような結果とか実行が生まれ

ているかということをご説明いたします。 
 トスカーナ州がこれ全体です。イタリア半島

の地図の、この黒く塗った部分がトスカーナ州

です。その州の中におきまして、ブルーで塗っ

た部分がオルチャ渓谷の地域になるんですけ

れども、これはフィレンツェの近くのシエナ県

に属しています。全体に大きく描いてあります

のがシエナ県全体で、真ん中よりちょっと上の

ほうにあります「シエナ」と書いてある奥がシ

エナ市です。そして、右下のほうにブルーで四

角く囲ってあるところが主にオルチャ渓谷で

ありまして、それは５つの市町村から成り立っ

ております。 
 
（資料３） 

 
 イタリアの地域の統治方法といたしまして

は、まずトスカーナ州のような、州という単位
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があります。その次に県、この場合はシエナ県

ですが、その次に市町村といった自治体があり

ます。6 万 6000 ヘクタールほどの地域であり

ます。比率でいいますと、集落といいますか、

住宅地は 0.59％と非常にわずかです。農業に

使われている面積は 62.8％、森林などが

36.59％といった比率になっております。人口

はおよそ 1 万 4000 人おります 
 
（資料４） 

 
赤い線で囲ってあります地域がオルチャ渓

谷保護地域になります。そして、５つの市町村

の中心地が丸く記されております。５つは、 
 
（資料５） 

 
カスティリオーネ・ドルチャ 
（Castiglione d’Orcia）、 

 

（資料６） 

 
モンタルチーノ（Montalcino）、 

 
（資料７） 

 
ラディコーファニ（Radicofani）、 

 
（資料８） 

 
ピエンツァ（Pienza）、 
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（資料９） 

 
そして、サン・クウィリコ・ドルチャ（San 

Quirico d’ Orcia）。この町に公園を管理する事

務所が置かれています。 
 
（資料１０） 

 
 まず典型的な土地の状態をお見せしますと、

下には平地が広がっておりまして、そして上の

ほうにこの地方特有の丘が見えます。平地のほ

うは土壌が粘土質を非常に強く帯びておりま

すので、開墾するのもなかなか骨が折れます。

農業に適した土地にするのには大変な努力が

要るところです。 

（資料１１） 

 
それでも中世の 14 世紀ごろから、この土地

を開墾して農業に充てようとした動きがあり

ました。これが 1300 年代の絵でありますけれ

ども、このように土地を開墾して樹木を植えた

り、農業に転換をしているころがうかがえます。 
 
（資料１２） 

 
 こちらも同じように中世の絵ですが、開墾し

て農作物が植えられているのが見えます。 
 
（資料１３） 
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 また、この同時代の絵には集落や街道、牧者

たちの姿が描かれています。 
 
（資料１４） 

 
このようにこの地域におきましては、中世の

14 世紀から醸造用のブドウが植えられていた

ということも絵からわかります。 
 
（資料１５） 

 
 こちらからも同じような中世のこの地域の

様子がうかがえます。畑、街道が見えます。 
 

（資料１６） 

 
 こちらは、黄色と赤の実線で見えますのが、

今日この地方における道路や街道の位置です。

この中には特に有名なフランチージェナ街道

というのがありまして、これは非常に古く、古

代ローマ時代につくられた街道で、イギリスか

らエルサレムへと続く巡礼者の道でもありま

した。 
 
（資料１７） 

 
 こちらはフランチージェナ街道の村を通る

部分ですけれども、それほど歴史を大事にとど

めているとは言えません。 
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（資料１８） 

 
 街道の道筋自体はずっと歴史的に同じもの

でありますけれども、部分的には今の写真のよ

うに新たに近代的なアスファルトで固められ

たところもあります。 
 
（資料１９） 

 
このオルチャ渓谷の地方には、たくさんの歴

史的な建造物や記念物がいまだに残っており

ます。 
 
（資料２０） 

 

例えばこれはラディコーファニにあります

城砦で、これは中世の時代、シエナ共和国とロ

ーマ法王の領地との境界のあたりに建てられ

ました。 
 
（資料２１） 

 
 こちらはテンテンナーノ（Tentennano）の

城砦です。 
 
（資料２２） 

 
マッサイニ（Massaini）宮殿。 
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（資料２３） 

 
 また、教会や修道院もたくさん残っています。 
 
（資料２４） 

 
サンタンティモ（Sant’ Antimo）大修道院。 

 
（資料２５） 

 
コルシリアーノ（Corsigliano）修道院。 

（資料２６） 

 
ヴィニョーニ（Vignoni）教会。 

 
（資料２７） 

 
 
（資料２８） 

 
 当然ながら、今後とも保存していくべきもの

としては、道のほかにもこのような田園、そし

て田園の風景といったものがあります。 
 これは地方の道路です。 
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（資料２９） 

 
このように田園の風景のあちこちに古い屋

敷が残っています。 
 
（資料３０） 

 
 こちらも同じような建物です。 
 
（資料３１） 

 
 こちらはオルチャ渓谷でも非常に典型的な

糸杉に沿って、丘に上っていく道が見えていま

す。 

（資料３２） 

 
 このように道に沿って糸杉が並んでいます。

ごらんになったこの最後の２つの写真につき

ましては、中世の道そのままではなくて、やは

り近年、整備が行われた例です。 
 
（資料３３） 

 
 
（資料３４） 

 
 これらの街道に沿いまして、中世の巡礼者た

ちが旅の途中で立ち寄った宿場町や旅籠（はた

ご）、 
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（資料３５） 

 
場合によっては病をいやしたような、現代の

病院のような機能を持っていたと思われる場

所もあります。 
 
（資料３６） 

 
 例えばこちらは 16 世紀ですけれども、メデ

ィチ家がお金を出してつくった療養所のよう

な機能を持っていた建物です。 
 
（資料３７） 

 
ここまでは地方の実際の様子をお見せいた

しました。ここからは、こうした景観や文化的

遺産をどのようによりよく保存していくか、保

護していくかというための法律や仕組みなど

をご説明します。保存・保護といいますけれど

も、それだけではなくて、それプラス発展を結

びつけた管理と保護ということを前提として

おります。 
 まず保護という目的からの法律をご説明し

ます。イタリアでは法律も年々刻々と変わりま

すので、ずっと同じというわけではありません。

まず一番古いのは、1939 年にできた景観保護

法（文化財保護法・自然美保護法）というもの

があるんですけれども、この場合は景観という

ものを本当に美的対象として、個々のものとし

てとらえていました。そして、1948 年にイタ

リア（共和）国の憲法が制定されますけれども、

その第９条に景観の保護といったことが記さ

れておりまして、既にこの時点で景観というも

のが文化的な面だけではなくて、科学的な意味

を帯びるようになりました。そして、徐々に景

観の環境的な局面が重要視されるようになっ

てまいりました。 
 1985 年にいわゆる「ガラッソ（Galasso）
法」というふうに呼ばれている法律が制定され

まして、ここにおいては景観と環境というもの

を一体化させて保護しようという、単に見て美

しいものということではなくて、実際に住んで

いる環境として景観を守っていこうという取

り組みが見られます。その 1985 年のガラッソ

法が、発展的に新たなものにとってかわります。

それは 1999 年で、テスト・ウーニコ（Testo 
Unico）、「（文化財・環境財）統一法典」とい

うような直訳ができると思いますけれども、テ

スト・ウーニコという法律が制定されまして、

ガラッソ法もその中に組み込まれるような形

でなくなります。ここでは景観、環境といった

ものと、文化遺産と両方を保護するための法律

となっております。 
 2004 年になりまして、1999 年のテスト・ウ

ーニコという法律が改定されます。その後、「ウ

ルバーニ（Urbani）法」というふうに呼ばれ

るようになります。どのような変化があったか
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といいますと、’99 年のテスト・ウーニコのほ

うが州に対する権限がより多く与えられるこ

とになっていたんですけれども、それが一部、

中央政府のほうの権限に戻るというような、少

し後ろ向きな発展がありました。しかしながら

よい意味では、景観というものがさらに文化的

な遺産であり、グローバルな、自分たちが住む

環境の一部であるというような考え方で大事

にされる、そういった意味合いが含められるよ

うになりました。また、いろいろな都市計画な

どにつきましては、州とか県レベルの条例でも

さまざまな具体的なものができております。 
 
（資料３８） 

 
 例えばこちらは、シエナの県地域調整マスタ

ープランといった条例です。 
 
（資料３９） 

 
都市計画プランをベースとしておりまして、

このマスタープランを立てる上では、まず国勢

調査といいますか、地勢調査がいろいろ細かく

行われまして、一つの地図情報カタログという

ような形でさまざまな調査による情報をまと

めます。 
 例えばこちらの地図情報を見ていただきま

すと、緑で囲まれている部分、この地区は一種

の規制地区となります。なぜかといいますと、

古いお屋敷のような建物、記念建築物などがあ

りますので、その他の建物を建てたり、これら

の現存のものに手を加える場合に規制があり

ます。 
 
（資料４０） 

 
またそのマスタープランを立てる地域内に

おけるさまざま歴史的建造物、各対象に対して、

こういったカルテがつくられます。このカルテ

の中には時系列別にその対象物にどういった

ことが起きたか、現在の状況、保存のための方

法などが詳細に記述されています。 
 
（資料４１） 

 
 このように保護と管理といった２つの要素

にプラスして、やはり発展といった要素が必要

となってまいります。まさにそのためにですけ
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れども、1991 年、保護管理、プラス発展とい

うのを見越した保全地区基本法が制定されま

した。これは国の法律ですけれども、この国の

法律によって各州や県にさまざまな具体的な

条例をつくるように指示を出しております。 
 このことにより、1995 年にトスカーナ州に

新たな条例が生まれました。都市計画の条例で

すけれども、その中に公園計画といったものが

盛り込まれておりまして、これによって地域に

利益のある守るべき景観を公園として指定し、

そして管理するといった条例が生まれました。

そのように地域に利益を持つ景観や自然を指

定して保護するといった 1995 年のアンピル

（ANPIL）という州の条例ができまして、そ

こで現在オルチャ渓谷を構成します５つの市

町村が州に申し出まして、この地域を指定して

ほしいというふうな提案をしました。 
 
（資料４２） 

 
そういった州レベルの条例のほかに、市町村

レベルのさまざまな景観や自然保護の条例が

あります。例えばこちらはモンタルチーノ

（Montalcino）の町の条例ですけれども、地

域内の樹木の伐採や剪定、その他についての細

かな規定を持っております。 

（資料４３） 

 
 これからは具体例として、こういった条例や

法律が生まれた中で、どのようにオルチャ渓谷

がその管理計画を立て、実行していったかとい

うことをご説明したいと思います。まずその歴

史としては、1988 年までさかのぼりますけれ

ども――すなわち、まだトスカーナ州のそれに

沿ったぴったりの条例ができる前ですね、

1995 年に ANPIL ができますから――そのも

っと前の 1988 年ごろから、オルチャ渓谷に接

する５つの市町村が共同でこの地域の保護と

いったことを考え始めました。共同文書をまと

めたのが 1988 年、そして 1989 年になります

と、そういった動きにシエナ県もかかわっても

らえるようになりました。そして、1995 年に

トスカーナ州の公園法ができましたので、その

後 1996 年に、オルチャ渓谷を管理する主体を

有限会社の形で設立することができました。 
 
（資料４４） 

 
 そして 1997 年に、この５つの市町村とそれ

を含む県であるシエナ県が合意をいたしまし
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て、オルチャ渓谷の保護地域を共同で管理する

合意、及びオルチャ渓谷の地域協議会の設立と

いった合意を実行しました。そして、この地域

における環境、工業（製造業）、文化、観光、

公共事業といったようなこの地域全体にかか

わり、また経済的な利益や発展をもたらすこと

について、共同でやっていこうということにな

りました。1999 年には、トスカーナ州の中で

地域として利益をもたらすような景観のよい

地域を指定して保護していこうという、アンピ

ルという条例の公式保護地域リストにオルチ

ャ渓谷も加盟することができました。 
 
（資料４５） 

 
 次に、オルチャ渓谷を管理・運営していく組

織がどのようになっているか、もう少し詳しく

説明いたします。有限会社として設立したと先

ほども申しました。これをどのように実際に統

治しているのか、統治のシステムをまず説明し

ますと、一番上にあるのは地域協議会というも

のです。この地域協議会のメンバーは、シエナ

県知事と５つの市町村長です。その次にありま

すのが会員総会です。この会員総会のメンバー、

すなわち会員はだれかといいますと、シエナ県、

５つの市町村、プラス民間の人たち、もしくは

法人というのが入っております。その下の組織

といたしまして、オルチャ渓谷有限会社の取締

役会というものがあります。実際にこの管理・

運営業務に当たる人間ですけれども、常勤が５

人、期間契約者が３人おります。ですから、本

当に小さい組織でありますけれども、この地域

における生態系的に持続可能な経済発展を目

指して管理・運営をしています。 
 
（資料４６） 

 
この管理・運営の中でどういった活動を行っ

ているかを幾つかに分けて説明しますと、まず

環境と景観の保護、２つ目は都市計画や公共事

業に関するもの、３つ目は観光の振興、プロモ

ーション、４つ目は文化や演劇活動などの振興、

５つ目は特産品の振興で、これについては後ほ

どもう少し詳しくお伝えいたします。 
 
（資料４７） 

 
そして、５つの市町村に共通なサービスの運

営を行います。先ほどのフランスの事例とも少

し重なってくるかと思いますけれども、やはり

こちらにおきましても、地域の環境や景観、文

化、伝統、こういったものとマッチしながら進

めていけるような発展を目標としております。

別の言葉で言いますと、ツーリズム（観光）を

振興していきますけれども、そのプロセスの中

で自然や景観に損害を与えないということで

す。そしてツーリスト（訪問者）に対してこの
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地域の文化や芸術、宗教などの特色を発見して

もらう、また再発見してもらうということに結

びつかせたいと思います。 
 そして、あと２つはさらに経済発展とも強く

結びついてくるのですが、その一つ目は、農業

や畜産の転換とさらなる価値づけ、産物・副産

物の付加価値化、ブランド育成といったような

ことです。もう一つは、観光とも非常に密接な

わけですけれども、特産品とか伝統工芸などの

手工業の小規模事業者の保護や発展促進、また

宿泊施設などの受け入れ先の強化といったも

のです。 
 
（資料４８） 

 
 そして、アンピルという条例をさらに補完す

るような条例が 2003 年に２つできました。一

つ目は、官と民のアクションに整合性をもたら

す。別の言葉で言いますと、官と民の資金を一

緒にして何かに用いるといったようなことが

できる規定です。もう一つは、統一建築基準と

いいまして、この地域全体の建築基準を統一し

た規定です。 
 

（資料４９） 

 
 このように財政が整いまして、2003 年から

2006 年の間にどのような活動をやったか、そ

の活動の項目と予算がここに書いてあります。

予算はユーロで示してあります。非常に広範囲

な内容の活動をしております。例えば航空写真

を撮ったときの費用が幾らとか、電気の配線類

についての整備が幾ら、ガイドの養成とか、ま

た遊歩道の整備、その費用が幾らといったこと

がここで見られます。 
 
（資料５０） 

 
 いま申し上げましたさまざまなプロジェク

トを行っていく上での出資金の供給元ですけ

れども、ここにそのリストがあります。これも

やはり 2003 年から 2006 年のプログラムのた

めの出資元ですけれども、まず民間の名前があ

りまして、市町村や州の交付金があります。ま

たＥＵの補助金などもあります。 
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（資料５１） 

 
 こちらは、もう少し大枠で予算の出資元を示

しています。一番下に「PRUSST」というも

のがあります。こちらはイタリアの国の公共事

業省というところから出ておりまして、持続可

能な発展のための計画案に対して補助金を出

してくれる。その計画に沿って採用されて補助

金が出たというものです。この資金の供給元を

分類してみますと、やはり一番大きな金額は民

間からの出資金のトータルです。その次に

Monte dei Paschi di Siena というこの地方の

大きな銀行の財団、こちらからの出資金もあり

ます。その次に大きいのが州のお金、そして

EU と続いています。 
 
（資料５２） 

 
 こちらは収支で、2005 年の損益計算書みた

いなものです。収入の部といたしましては、公

的機関からの交付金、プラス民間からの出資と

いうものがまざって一つとなって、収入になっ

ております。それがどのようなものに投資され

たか、支出されたかというのは、先ほどプロジ

ェクトの種類として少しご説明しましたけれ

ども、支出と、その活動から得られた収入が幾

らであったかというものを示しています。そし

て実際、活動によっての収入が年々ふえてきて

おります。この中で幾つかのプロジェクトにつ

いては、詳しくご説明させていただきたいと思

います。 
 
（資料５３） 

 
 ここからが、実際にどんな結果が引き出され

てきたかというお話になります。 
 
（資料５４） 

 
2004 年にオルチャ渓谷は世界遺産に登録が

かないました。それは非常に美しい景観とその

管理システム、そしてこの景観が中世からこの

地域のイコン（Icon）となり、景観に対する考

察の発展に深く寄与したといったことも理由

として挙げられています。2004 年に世界遺産

に登録されたという一つの中間地点の結論は

これが終わりではありませんで、その時点まで

に一生懸命につくって実行した管理・運営シス
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テムに対するご褒美であったわけです。またそ

こが出発点となって、これからもよりよい管

理・運営をしていくということになります。 
 
（資料５５） 

 
 幾つかのプロジェクトの例ですけれども、こ

れは古代ローマ時代から温泉があったところ

で、そういった意味で非常に価値のある地域や

建造物です。バーニョ・ヴィニョーニ（Bagno 
Vignoni）、この区画が非常によく再構築されま

した。 
 
（資料５６） 

 
またこちらの例は水車の公園といいまして、

これは昔、オリーブの実を圧搾してオリーブオ

イルをつくったところを再現して公園としま

した。右下のほうは、オルティ・レオニーニ

（Horti Leonini）という庭園です。こちらも

きれいに再整備されまして、特に夏の間は現代

アートの展覧会場として使われます。 

（資料５７） 

 
これは遊歩道の途中につくられた休憩所の

例ですけれども、できるだけ自然に対してイン

パクトの少ない形で介入しようとしている例

です。 
 

（資料５８） 

 
 また、このオルチャ渓谷をイタリアの国民の

方にもよく知っていただくために、ツーリング

クラブ（・イタリアーノ）とタイアップしまし

て、このようなガイドブックにもまとめました。

この中には歴史的な遊歩道や道筋、街道といっ

たものを紹介し、その観光がよりよくできるよ

うになっています。 
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（資料５９） 

 
 こちらもツーリングクラブ・イタリアーノに

よってつくってもらった、フランチージェナ街

道に関するガイドブックです。 
 
（資料６０） 

 
 こちらは、表示や看板をわかりやすく新しく

手直ししたりしている例です。先ほどのフラン

スの事例でもありましたように、景観として、

また自然遺産としての価値のあるところはこ

のように茶色の看板で示されています。 
 

（資料６１） 

 
 こちらもやはり歴史的な芸術的な価値のあ

る場所、見どころが茶色で示されています。 
 
（資料６２） 

 
 また昔存在していた鉄道、軌道といったもの

を復活させました。 
 
（資料６３） 

 
 こちらは観光業として結果をとらえたもの

ですけれども、1992 年から 2003 年までの間

を比較しますと、ツーリスト（訪問者）の数は
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166％になっております。ですから、66％増加

したということです。またアグリツーリズムの

ほうの 11 年間をみますと、198％の数字にな

っております。98％の増加ということになり

ます。 
 
（資料６４） 

 
 また宿泊施設の強化といったことも目標に

挙げられておりましたけれども、このように非

常に宿泊のベッド数がふえました。できるだけ

既存の建物などの活用を行って、ベッド数を多

くするという努力をしています。 
 
（資料６５） 

 
 先ほど申しましたけれども、景観を守ってい

くためには、その地域の農業自体の品質を高め

ていく必要があると思っておりまして、実際そ

の結果が出てきております。具体的には、例え

ばこの地域で生産されるワインが、国レベルの

認証であります DOC（原産地統制名称）の認

証をとれたことで、「DOC Orcia」というワイ

ンとして認められています。そして、オリーブ

オイル、クリの生産でも認証をもらっていて、

品質の高いものであるというふうに知られる

ようになりました。このような結果を出せたと

いうことは、農業用地としてもその土地の価値

が非常に上がっております。 
 
（資料６６） 

 
もう一つの好ましい結果というのは、人口の

減少に歯どめがかけられたということです。特

にこの地方におきましては 1950年代に大きな

人口の減少がありまして、それが農地の荒廃に

もつながったわけです。実際、50％近い人口

の低下が 1950 年代にありました。その後、こ

ういった一連の努力の結果、近年少しずつ人口

が上がっております。この五つの市町村の中で

個別に見てみますと、近年幾つか下がったとこ

ろもあるんですけれども、全体としては人口が

上がってきております。 
 
（資料６７） 

 
 そして、結論部分となりますけれども、オル

チャ渓谷有限会社という主体ができ、活動が行
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われました。これは公的資金を使って立ち上げ

た民間の会社であります。しかし、その目的は

公共の利益といったことでありました。 
 結果として、市町村と県の出資によって立ち

上がり活動を始めた主体ですけれども、その直

接行っている活動によって、徐々に収入、利益

がふえてきている状況にあります。 
そして、独立採算に近づいているということ、

また別の面から見ますと、最初は住民や地域か

ら疑問視されたときもあったんですけれども、

現在としてはその構想や活動について広くコ

ンセンサスをもらい、支持され、参加してもら

っているという現実があります。 

（資料６８） 

 
皆様、ご清聴ありがとうございました。 
（拍手） 
 



 

  
 


